
○概　評

　　　障害福祉サービス共通評価基準　概評　〔各シート共通〕　

　①非該当とした項目の説明、②独自に必要と思われる評価項目等、③項目評価を通じて気づいた点などを記入
してください。

① 非該当とした項目の説明
＊通所サービスのため
②独自に必要と思われる評価項目等
＊特にありません。
③ 項目評価を通じて気づいた点など
　

法人・運営方針

社会福祉法人やまなみ会が運営する障害者多機能型事業所「やまなみ工房」（現員92名、生活介護63名、B型29名）、障害者就労継続支援B型事業所「ゆとりあ」（現員50名）、共同生活援
助（介護サービス包括型）「フルハウス」（現員4名）には現在甲賀圏域を中心に計145名の障害者が在籍し、また相談支援事業所「やまなみ」においてはやまなみ会を利用する障害者を対
象に23名の利用者と継続し契約を行う。
令和7年度においても社会福祉法人やまなみ会の理念に基づき、また引き続き社会福祉法人制度において定められた経営組織のガバナンスの強化、事業運営の透明性の向上、財務規律
の強化、公益的な取組の実施等、地域における社会福祉事業の更なる強化と向上に努め、また障害者総合支援法における社会福祉施設としての機能を十分に発揮できるよう組織体制や
事業の強化を図るとともに、利用者とその家族、地域や社会情勢の実態に適したきめ細やかな福祉サービスの支援を推進する。
今年度も変わらず障害のある人の命と健康を第一に、施設利用者とその家族の生活を守りながら、一人ひとりの意思及び人格を尊重し、安心できる時間と空間、そして幸せを保障し、明る
く・温かく・楽しく安定した日常生活ができるよう創意工夫を凝らし、常に利用者の立場に立った、より安定的な福祉サービスを行う。
従事する職員においては処遇の見直しを検討するとともに、それぞれが常に主体的に取り組み、福祉従事者として専門性の向上に努め、提供するサービスの質を評価し日々改善を図る。
また、コンプライアンス遵守及び労基局の指導の基、働き方改革を更に推進し、労働時間の短縮、有給休暇の取得、その他、個々の事情に沿った労働条件の改善、雇用形態又は就業形
態の異なる職員間における均衡のとれた待遇の確保、状況に応じた多様な就業形態の普及、仕事と生活（育児、介護、治療）の両立に向け引き続きコンプライアンスを徹底し適正に対応す
る。
引き続き現在の利用者のみならず地域社会からの求めに応える役割を果たすべく様々な事業及び適正な業務拡張を行い、社会福祉法人としての責任において、福祉サービスの充実や地
域における公益的な取り組みはもちろん、やまなみ会の特徴を活かした活動を展開し、地域の一員として行政をはじめ様々な団体と協力し、障害者福祉の抱える課題のみならず、教育、文
化、観光、交流を含め、今後も豊かな地域社会の構築に向け積極的に取り組む。
今年度においても各事業の目的や目標を明文化、数値化を行い、役割を十分果たすべく計画に沿って事業を推進する。これまで同様、個々に潜在する能力が発揮され障害者が自信と誇り
を持って地域の中で生活が送れるよう新たな仕事の創出を目指す。
引き続き今年度においても法人全体及び職員一人ひとりが共通認識と課題、具体的な目標を持ち、障害者の権利を守り更に発展させること、利用者が日常不安なく充実した生活を営み、
それぞれの自立に向け希望ある誰もが住みよい優しい地域社会を目指し、社会福祉法人やまなみ会の安定した経営及び運営の発展と充実を目指す。
障害者就労継続支援B型事業所「ゆとりあ」方針（定員20名・現員50名）
近年の状況と比較し昨年度は利用者の出勤率が低下し経営状況にも影響を及ぼすこととなった。要因は心身の状態が不安定な利用者が多く、年間を通し継続した出勤や通所そのものが
困難になった利用者がいたこと、またゆとりあにおいて着実に力を付け新たにより工賃の高い事業所や企業に移行する利用者が増えたことが影響している。
菓子工房は利用者が主体的になり順調に成果を上げ、利用者の工賃向上につながるなど喜びに繋がっている。引き続き花工房とともに専門性を向上させ充実を図るとともに下請け作業や
物資販売に依存せず、多岐にわたる活動内容の工夫や事業展開を積極的に行い、更なる工賃向上を目指すとともに地域生活及び就労に向けた実践の充実を図り、利用者が日々喜びを
実感し生き生きと安定して過ごせるよう心身の体調を重視し適切な支援を行う。
今年度は精神障害に対する専門性をさらに向上させ、質の高い支援と共に個々の自立に向けた取り組みを強化したい。また、外出をはじめ余暇支援等において積極的に充実を図り、地域
生活の中において利用者の安心や励み、自信につなげたい。
一部SNS等により外注や展覧会でのまとまった購入はあったものの、菓子工房のWEBSITEや独自の展開については積極的に取り組めていない。今年度はネット販売を強化する他、チラシ
配布や昨年度末に開催したイロツヤマルシェや他団体主催の企画参加及び自主イベントの開催等、地域への浸透を目指し引き続き積極的な情報開示と具体的な取り組みを行いたい。
工賃支給においては今後も大幅にベースアップできるよう引き続き具体的な数値目標を行い、利用者の意欲向上と経済状況の安定を図るとともに、個々のニーズに基づき地域就労に向け
積極的な支援を行う。
今年度よりシルバー人材センター跡地の活用を行い作業場所を拡大するが、職員体制及び利用者の障害の特性を踏まえ継続し20名定員で運営を図る。
新規の利用者においては障害種別に関わらず幅広く地域ニーズに応えるため積極的に受け入れを行い、昨年一日平均20人を割った出勤数を常時25名（出勤率平均125％）まで向上する
よう対策を整え積極的に対応する。
今後も地域の精神障害者を主たる利用者とし、相談業務や家族を含めた包括的支援、送迎や訪問支援、給食サービス等個々のニーズに基づき充実を図る。
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○サービスの質の向上に向けて取り組む課題

新規
継続
終了

継続

継続組織・運営・管理
社会福祉法人法等施策に基づき適切な法人運営
を行う。

2025年4月～2026年3月

工賃の向上
自主製品の制作や菓子、花の栽培等独自の作業
活動を行い販路拡大や商品向上に努め、計画性
を持って利用者の賃金向上を達成する。

2025年4月～2026年3月

　前回までの評価において、サービスの質の向上に向け取り組む課題を設定している場合はその内容と進捗状況
を、また、新たに今回の評価によって今後取り組むべき課題がある場合も、その内容を記入してください。

関連する評価項目の番号
大・中・小項目、着眼点

取り組みの期間
（○年○月から○年○月まで）

内容および進捗状況
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